
3研修員の報告及び

研修員受入機関の指導感想



O研修員:  グエンロチャンLフオンLチ ン (ベ トナム ーホイアン市)

O研修機関 :ホテルニュー長崎

○研修分野 :旅行―サービスの日本語

『長崎で学んだ こと、出会 つた人」

平成 30年 9月 から平成 81年 2月 まで、長

崎県海外技術研修員制度のお陰で、ホテルニ

ュー長崎で研修を受けま した。ベ トナムにい

た時、大学で 4年間ぐらい 日本語を勉強 しま

したが、日本に来て長い期間住むのは初めて

で した。長い期間といつても、私にとつて、

この 6ヶ 月は早 く経ちま したё教科書やイン

ターネ ッ トを通 してで しか 日本のことを失日

らない私は、今回は実際に日本のこと、日本

の文化、日本の高度な技術などを実際に見 ら

れ、その幅広い紳識を少 し勉強出来るように

な りました。

日本での生活が始まる時、私は子供のよう

な目でこの新 しい世界を見て、何でも素晴 ら

しくて、新鮮でした。ですが、一人暮 らしな

ので、生活に1貫れていかないと、困ることに

な りまり。実際に困つた時は、長崎の人々、

近 くに住んでいるおばあさん、道の途中で会

う知 らない人まで、誰でも優 しくて、できる

だけ私を助けてくれました。心からあ りがた

く思いました。

日本での最初のレンスンは 日本のマナー

で した。どちらに住んでも、その国のマナー

を守 らなければな りません。幸いなことに、

ベ トナムと日本はどちらもアジアの国なの

で、文化―マナーには多くの類似点があ り、

守るのは難 しくありませんで した。

しかし、ベ トナムが解決方法を考えなけれ

ばならないことが とつあり、ゴミの出 し方で

す。これはベ トナムだけでなく、他の途上国

も勉強す る必要がある問題だ と思います。

そ して 日本は素晴 らしい方法で行 っていま

す。今まで長崎市のごみ出 し方のポスターを

まだ自分の音る屋に貼つておいて、ベ トナムに

持って帰る予定です。

9月 から 11月 まで、長1奇県庁で素晴 らし

い先生たちに出会い、日本のマナーだけでな

く、日本語も教えてもらいま した。私は大学

卒業後、3年経っていたので、最初の考えは、

授業がもう嫌で、やる気がなかったけど、山

中先生 と金谷先生 2人の先生はとても素晴

らしかったです。曲中先生はものすごく優 し

くて、絵を描 くのも上手で した。金谷先生は、

私 と同じ年齢で、よく喋って、話 し方 も面白

かったです (で も“絵が上手ではなかった“と

告 白しま した)。 日本語は本当に難 しく、特

に文法 と読解の授業に頭が混乱 しま した。で

も先生たちの説明す る方法が分か りやす く

て、例を作るのも素晴 らしかったです。お二

人のお陰で、去年 12月 に 日本語能力試験 N2

レベルを合格 しました。そ して、今では先生

とは友達にな りました。

ホテルニュー長崎で研修 した時、実は最初

はとても緊張 しました。ホテル ーレス トラン



の専門矢日識が企 くなく、その時 自分の 日本語

も上手くなかったからです。周 りの人たちの

話は分か りま したが、返事ができませんで し

た。自分が世界の外に立っているみたいな感

じがあって、友達もできませんでした。でも、

ハイ ドレンジャで研修 している途中に、若 く

て美人の本下さん、岡吉るさん、そ して出下さ

んに出会いました。

本下さんは前にアルバイ トをした時、ベ ト

ナム人の友達ができたそ うで、ベ トナム語の

挨拶などもできます。私はハイ ドレンジャで

の研修の際に、彼女にたくさんお手伝いをし

てもらいました。いつでも自分が分からない

ことを一番簡単な方法で詳 しく説明 くれま

した。

岡部 さんは、最初に私に声をかけてくれま

した。親切で、可愛 くて、日本人の特徴的な

性格を持つ人で した。嬉 しいことは、錦茶房

に異動 した時、私一人ではなく、彼女も一緒

に異動 しました。そ して曲下さんは、福島さ

んの代わ りに、私の担当にな りました。すご

く面白い人、性格がちょっと男つぽいですけ

ど、優 しかったです。

ハイ ドレンジャと錦茶房は、管理者以外、

ほとんどのスタラフさんは若 くて、私より年

下の人が多いです。でも彼 らの働 く姿は本当

にプロフェッシ ョナルで した。

私はその時、何 も知 らなかつたので、スタ

ンバイの状態の作業だけしました。テーブル

をセ ッ トした り、お水を準備 した り、すプキ

ンを折った り、お茶を入れた り、裏方の作業

をした りしました。私にとつて、その作業は、

安全なゾーンにな りま した。

また、こちらでは、日本語の聴解を練習す

る良い機会 とな りました。初めて聞いた言葉

だけでなく、長 I崎弁も少 し覚えるようになっ

たので、 日本人の世界の一部にな りま した。

仕事はそ うで したけど、レス トランでは、日

本人の精神、 日本人の文化、 日本人の習
l贋、

日本人の仕事をす る態度な どたくさん見学

できま した。

私の研修が長いステップとなるのは、フロ

ン トに異動 した時からと思います。こちらで、

宿泊部の向井次長に会い、自分がや らないと

いけない仕事をしました。最初は荷物を預か

ることだけで したが、次にお部屋までの案内

や、ホテルの近 くにあるところなども案内出

来ました。私の人生で、そんなに熱心で細か

い人に出会 うことは初めてで した。毎回、向

井 さんの働 く姿を見ると、私 とほかのスタッ

フは “向井 さんは本当に熱心ですね"と 言い

ました。

彼はフロン トーコンシェルジュの仕事は

すごく上手です。私は彼にコンシェルジュの

仕事についてた くさんの事を教えて くれま

した。コンシェルジュの姿くゲス トの要求や

質問などに対応する方法はもちろん、コンシ

ェルジュの大切なことは自分 自身の知識だ

と言われました。

仕事だけでなく、生活のア ドバイスを私にた

くさんくれたのは、フロン トの神官さんでし

た。彼は、長崎のことだけでなく、日本の各

地方についてもよく知っていて、美味 しい料

理はどこにあるか、な見光地にどうい う風に行

ったら便利か詳 しく説明できます。話 し方が

面白くて、ゲス トに 15分 ぐらいずうとしゃ

べることを何回も見ました。彼を見ると、私

は地元の人が観光客の一番良い案内者 とい

うことに気がつきま した。将来ベ トナムに戻

ったら、神宮さんみたいな案内者にな りたい

なと思いました。

この 6ヶ 月で、長崎市、長崎県にある有名



な観光地、建物や施設のはとんどを見学 しま

した し、京都市にも行ってきました。 19月

末で、紅葉は少 し早 くて観 られませんで した

が、それ以外京者Ьの素晴 らしいところをたく

さん見学 し、京都のいろんな美味 しい料理 も

食べました。

長崎では、ベ トナムには全然ない景色を見

ました。諫早市のコスモス畑か ら、野母崎の

いい香 りがする水仙まつ りまで、日本の自然

がきれいなことには驚きました。でも二
番驚

いたのは雲仙地獄でした。人間は自然には適

わないと思い、これから自然をもつと守 らな

ければならない と考えました。、

長崎での旅で素 F青 らしいことは、いつも国

際課の田崎 さんと研修員のモアシル さん と

私 3人一緒に出かけたら、その 日の天気が晴

れるとい うことです。どこに行つても、その

前の天候がどんなに悪 くても、3人 になった

ら、また晴れます。

この 6ヶ 月の研修は、今までの私の人生に

一番素晴 らしいこと経験にな りました。ベ ト

ナムに戻るとき、私の人生の大きな夕‐ニン

グポイン トになるかもしれません。一旦、ホ

イアン市の仕事に戻 ります。こちらで勉強で

きたことを使って、元の自分よりもつとプロ

フェショナルになるために頑張 ります。私は

ホイアン市、クアンナム省、そ して可能であ

ればベ トナムさえも発展 させ るために貢献

したいと思います。だヽ さいことから大きいこ

とまで、熱心な向井次長みたいな人になれす

ように努力 します。さらに、ベ トナム ー日本、

そ してクアンナム管 ―長崎県の友好関係に

少 しでも関わることができるように頑張 り

ます。

もちろん、自分はまだ若いので、これから

ほかの体験もしたいですが、長崎で出会つた

人々、長崎の思い出はいつまでも忘れたくな

く、忘れ られないことにな りました。
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長崎のお祭 り「長崎 くんち」 ベトナムの料理を紹介しました



O研修機関 :ホテルニュー長崎 (長崎市大黒町 14-5)

O指導員 : 料飲部 課長代理 福島 浩子

(受入研修員 :ゲエン Eチ ャン ロフオン ロチン)

「気遣いと優 しさあふれるベ トナム美人」

ホテルニュエ長崎での研修で最初に受け

入れた部署は「ノトイ ドレンジャ」というフレ

ンチレス トランです。チンさんは日本語も良

く理解 し、スタッフと会話するには問題あり

ませんでしたが、まずはホテルでの接客用語

を学ぶことが第一で、お客様への接客業務は

後半に少し携わってもらいました。

研修内容は、主にレス トランのオエプン前

のスタンバイを中心に、お客様へ提供する料

理を運んだり、お客様が帰られた後のテーブ

ルをリセットした りすることをメインとし

ました。

本格的なフランス料理を提供するレる ト

ランであり、サービス方法は厳 しく、当ホテ

ルのスタンフでも下積み業務からスター ト

し、オーダーテイクや料理説明などは半年以

上従事して、認められた者のみ接客すること

が許されます。新入社員が厳 しく指導を受け

ている中、チンさんにはお客様の動きとスタ

ッフの動きを観察し、ホール全体の状況を把

握してもらいましたがてその洞祭力に驚かさ

れることがしばしばありました。

サ~ビススタンフが次にどのように動 く

か、何を求めているのかを察知し、周 りがし

て欲 しいことを先読み し動 くことができま

す。ホテルスタンフの中でもなかなか簡単に

はできません。
「ハイ ドレンジャ」での研修期間が 2ヵ 月

と短く、接客業務を十分に体験できなかった

ものの、日本料理のレス トラン「錦茶房」で

は、チンさん本人の希望により 着物での接

客を体験。「ハイ ドレンジャ」ではパンツス

タイルだつたため、カソコいい姿を被露 した

かと思えば、着物では女性 らしい姿を披露。

着 くずれす ることなくきちんと着付 けされ

てお り感心させ られました。

クランス料理 と日本料理のスタイルの違い

がチンさんの目にどう映つたのか、気になる

ところです。

フロン トサー ビスでの研修は、スタンフの

中に普通に溶 け込んでいる姿を見てひ と安

心 しました。レス トランに比べ、フロン トで

は多国籍のお客様が多く、英語での会話も必

要であり、一番語学力を発揮でき、や りがい

を感 じられた部署ではないで しょうか。

研修部署が変更の度に、制服・ヘアスタイル

が変わ り、別人のようで見て楽 しく思いまし

た。

また、メールで連絡を取 り合うた際、日本

語での返信が早いことに驚かされました。慣

れない生活の中、不安そ うな顔は見たことが

なく、仕事も問題なくこな しているチンさん。

研修部署 3ヵ 所全てのスタッフより、研修終

了を惜 しまれることとなりました。

チンさんの、た くさんのことを勉強 した

い !と い う気持ちが伝わってきて、周 りの人

にも気力をもらつたような気がします。

京都旅行や長崎のくんちなど、日本の情緒や

歴史に触れ、今後ガイ ドを続けて行 く中で 日

本の文化を発信 していただけた らと思いま

す。



コンシェルジュでの勤務

ホテルスタッフとフロントにて

フロン トにて



研修員 :鶴澤 モアシル まさいち (ブラジル連邦共和国サンパウロ市)

研修機関 :長崎県環境保健研究センター

研修分野 :環境教育、樹木大気浄化能力

「長崎で環境について学ぷ !」

1.はじめに        :
鶴澤モアシアレまさいちと申します、ブラジァレの

サンパゥロ市で 1990年に生まれました。私は日

系人三世です。私の日本人の祖父母が子供の

頃、第二次世界大戦の危険性があるため、

1930年代に家族と一緒にブラジルに行きました。

大人になってから、彼らはサンパウロで出会い、

結婚して 7人の子供が生まれましたと私の父は

7人の兄弟の中で最年少です。

私の子供の頃、自分の家族 (父、母、妹、日

本人の祖母と私)と
二

緒に、約 3年間(1997～

2000)二 重県鈴鹿市に住んでいました。その時

に私は日本の学校で勉強し、奈良県や愛知県、

千葉県などを訪れました。  !
2.ブラジルでの日本の文化活動

私は 10歳でブラジルに戻り、それ以来 日本

の文化から遠ざかったことは一度もありません。

私はサンパウロ市で毎年行われる「日本の祭り」一

や「桜の祭り」のような日本の文化の伝統的な祭

りに参加しています。私は頻繁に`Lber― dade'

地区を訪れて、アジアの伝統と文化に触れてい

ます。

ブラジルで、私は Sue,Shiba先生の墨絵講

座に参加しました。会社では自然保護の重要

性や紙の再利用についての意識を高めることを

目的として、海の動物の折り紙ワークショップを

子供たちやお年寄りの方に指導しています。私

は日本のポップカルチャ‐のファンで、アニメ、

エレクトロニックミュージック、ゲーム、そしてコス

プレが好きです。

サンパウロ市の長崎県人会では、たくさんの

練習をつんで、青自踊り1こ参加しました。主なもの

は、2018年の「日本の祭り」のメインステージで

した。私は、龍の腹の 5番 目の位置を受け持ち

ました。龍踊りの最も興味深い点は、同期性と

チームワークです。

3:プラジルの仕事の概要

私はサンパウロ市の公衆衛生サービスを受

託している、CE」AM(Dr.Joao Amorim調査研

究センター)と言う会社で環境教育を担当してい

ます。サンパウロ市の環境教育は、廃棄物管理、

水 i空気と土壌の保全、生物多様性の保全、植

林、空間の活性化、野菜園、健康食品のことな

どを含む環境計画に基づいて行われていま

す。

私の主なプロジェクトには、固形廃棄物の再

利用、コミュニティでの有機野菜園づくりと維持、

環境イベント、有害廃棄物の収集と生態学的に

正しい行き先、他の専門家の訓練、新しい職員

の訓練および部門間パートナーシップがありま

す。

4。  日本語研修

2017年に私は家で日本語の勉強を始め、本

や辞書を買つたり、文法、読書、書道や漢字に

関するモノミイアレアプリケーションをダウンロード

しました。私はインターネットを通して授業に参

力日しました。 私は約 1年間日本語を勉 3虫しまし

た。

2018年 4月 に長崎県人会の推薦を受け、長

崎県海外技術研修員として、6ヶ月間、長崎で

研修を受けることとなりました。

2018年 8月 31曰 く長崎に着いたとき、とても

好ましい印象を受けました。郷愁が私をひきつ

けました。

空港で迎えてくださつた田崎さんをはじめ、

国際課の皆様はとても優しくて親切でした。

県庁で副知事さんと中崎部長さんにご挨拶し

たあと、ベトナムからの研修生のチンさんと一緒
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に、基本研修を受けました。山中先生と金谷先

生が、ビジネスルールや電子メールの書き方、

電話の仕方などについて教えてくださいました。

また日本語の文法、読解力、そして聴解力の授

業も受けました。お二人のおかげで私の日本語

のレベルがあがりました。

県庁での日本語研修のあと、私が住んでい

た大村市では、毎週木曜 日、大村市国際交流

プラザで無料の日本語講座に参加しました。授

業は海外の学生のためのものでした。 4ヶ月の

間に、私は 1人のベトナム人、1人の中国人、1

人のスウェーデン人および 6人のミャンマー人と

ともに、石橋先生から指導を受けました。会話を

練習するのは面白かつたです。

5.環境部での専門研修

5.1県庁の研修

10月 のおくんち後の3日 間、私は、県庁で日

本と長崎の環境法や環境部の仕事について説

明を受けました。閉鎖性水域の保全にかかる行

動計画、環境活動指導者養成講座、循環型社

会の推進、生物多様性の保全、自然保護活動

や未来環境班の仕事について学びました。

田中参事、県庁の環境部の皆様、お世話に

なりました。ありがとうございました。

5.2長崎大学環境フィールドスクール

10月 から 12月 まで 3回の研修に参力日して、

長崎大学環境科学部の馬越先生の指導のもと、

学生さんと一緒に雲仙、島原、小浜地域の文化、

歴史と環境のことを学びました。

刀ヽ浜では、温泉のエネァレギーを活用している

ことを学びました。

馬越先生、渡辺先生、お世話になりました。

5.3環境保健研究センターでの研修

受入機関である環境保健研究センターでの

研修は、9月 12日 から始まりました。環保研は、

私を魅了しました。山の上の場所、光や風を取

り入れる建物の構造や太陽光パネルなどの環

境配慮設備。そこで行われている環境や保健

に関する研究。

企画環境研究部の 15名 の研究者らは私に

次のように研究のあらましを説明してくれました。

古賀さんと斎藤さんの研究について、現在絶滅

の危機に瀕している対馬の固有種である

Prン i19ヵβことurusわ3ngaノθぉ誌θψしことurus(ツ シマヤ

マネコ)の保護。橋本さん、前田さん、田中さん、

柴 田さんによる酸性雨、PM2.5と 放射線の監視

と予防計画。本多さんによる大村湾の水質の分

析と監視。桑岡さんと前田さんによる諌早流域

の水質改善。粕谷さんの植物プランクトンろ過

のための二枚貝類の使用⑥矢野さんが福島か

ら長崎に輸出した魚に含まれる放射線監視。

Etc。

9月 27日 には機会をつくってもらって、ブラジ

ルの環境問題を取り上げながら、サンパウロ市

での環境教育者としての私の仕事を紹介しまし

た。

5.4環境保健研究センターの一般公開

11月 10日 に環境保健研究センターの一般

公開が行われ、308名 の参力日がありました。

私は「すごいね葉っぱ !」 と言うコーナーで葉っ

ぱの世界のいろんな説明をしました。例えば、

顕微鏡でツバキの維管東とツユクサの気孔の

観察の活動を指導しました。

このイベントはブラジルでやつている仕事とよ

く似ていました。

5.5エコロジーパークの樹木の大気浄化能

力の推定

私 自身の主体的な研修のテーマとして、6ヶ

月間、このことに取り組みました。環保研 には

300本の木が生えていることを確認し、そのうち

229本の樹種名を確認して名札をつけました。

300本すべての木の幹の太さを測ることで葉



の面積を推計し、それをもとに環保研のすべて

の樹木が吸収する二酸化炭素の量を推定しま

したと      
‐

計算は、Microsoi Excdに 式を入力して行

いました。   (
その結果は、62,908kgで した。この値を、一

人の人間が呼吸によつて 1年間に吐き出す二

酸化炭素の量 (360kg)と 比較すると、174人分と

なりましたが、環保研の 1年間の電気使用量か

ら求めた二酸化炭素排出量と比較すると、およ

そ 1/5となりました。つまり、環保研が排出する

_酸化炭素をすべて吸収するには、少なくとも

木の量を5倍に増やすことが必要ということが分

かりました。

この結果をまとめて、2月 に開催された環保

研の研究発表会で発表しました。

私が手がけた木の名札や浄化能力の推定結

果を、環保研でのこれからの環境教育に生かし

てもらえばうれしく思います。

5:6県外研修

5.6.1まもるγむ

福岡市のまもる～むと言う施設で環境教育者

と話したり、どうやって子どもたちに環境のことを

説明するかを考えたり、そして日本の外来種

(植物と動物)の問題を勉強しました。

5.6.2北九州市

市に出張しました。

いのちのたび博物館では、地質学、古生物

学 (先カンブリア時代、古生代、中生代、新生

代 )、 動物学、生態学を学ぶことができました。

私はまた、いのちのたび博物館で、日本の時代

区分について学びましたょ縄文時代から現在ま

での日本の歴史や北九州市の文イとの勉強をし

ました。

北九州市環境ミュージアムで、市の環境史を

学びました。1960年代、大気や水域が大量の

汚染物質で汚染されていた北九州市は、今 日、

持続可能性、環境教育、グリーンエネルギー生

産、廃棄物管理、環境保全の分野で世界的に

有名です。私たちは持続可能性について勉強

をするために、■コハウスに行きました。司ヒ九州

イノベーシヨンギヤラリー
^も

行きました。

11日 には、北九州市役所展示コーナーで森

部長が環境法律や条例を説明してくれて、持

続可能な開発のタイムラインと北九州市の環境

山での成果について学びました。

5。7佐世保市の森きらら動物国と海きらら水

族館

佐世保市の森きらら動物園で、さまざまな動

物を観察し、ツシマヤマネコの飼育の試みを学

びました。

海きらら水族館ではさまざまなインタラクティ

ブな活動を提供しており、帰国後子供たちに楽

しい方法で水環境学を教えるための参考となり

ました。

5.8ペンギン水族館

長崎市のペンギン水族館に行きました。ペン

ギンは、私が最も興味を持つ生物の一つです。

展示によると入ンギンは環境によく適応してい

て、速い個体は時速30キ歯で泳ぐそうです。ペ

種があります。これら18種は南極、ニユージー

ランド、オーストラリア、南アメリカ、アフリカに分

布しています。長崎ペンギン水族館には世界の

半分の9種が飼育されています。私は水族館で

異なる種の行動を観察しました。  ノ

解剖学的には、ペンギンは水泳のために使

用されている流体力学的な体、萎縮した翼を持

つています。 それらは保護のために目を覆っ

ている膜て体の塩をろ過するための眼窟上腺と

■0-日 と11日 I虫―県外研修ユズキ北九州
―

シlま Sphe江sciforrnes目 1ヨRしてお後―±8の下下~~~~



肌を防水するために油を分泌します。 足は陸

上で移動するために使用され、水泳中には、そ

れはステアリングとブレーキ機能を持つていま

す。 尾はバランスをとります。背側が暗い一方

で腹側の部分は明色です。カモフラージュ(迷

彩)を使って獲物と捕食者を混乱させます。

一般に、飼料は魚、頭足類、オキアミで構成

されています。ペンギンの海洋捕食者はシャチ

とアザラシです。ペンギンの卵と子を餌にする

鳥もいます。 キツネもペンギンの捕食者です。

専門的には、遊び心のある、そしてインタラク

ティブな展示が私の将来の環境教育計画を触

発する最大の収穫でした。素晴らしい経験でし

た。

5.9工島と姑馬   ヽ

12月 のはじめに、環境保健研究センターの

柴田さんの業務である、五島の放射線モニタリ

ングステーションのメンテナンスに同行しました。

放射線レベルを監視し、予防策を確立すること

(も し、事故が発生したら)は、公共の安全と生

活の質のために大事です。

1月 の末には、対馬で酸性雨の監視の勉強

をするために、環境保健研究センターの橋本さ

んと前田さんと一緒に対馬へ行きました。降雨

収集ステーシヨンは上見坂公園にあり、ステー

ションは、気象条件、風の方向と度、雨の量、放

射線、大気中のオゾンを監視し、実験室での分

析のために雨水を収集します。建物内の温度

は一定に保たれています。保守業者の松尾さ

んから、年 1回行われる回収管の交換、デジタ

ル的および機械的なデータ保存、雨水回収ポ

ンプの運転について説明を受けました。上見坂

公園展望台にも行きました。

対馬では時間があつたので、午後、対馬野

生生物保護センターに行きました。環境教育の

勉強になりました。絶滅の危機に瀕している固

有種であるツシマヤマネコの保全について、訪

問者や地域社会の意識を高めるための素晴ら

しい取り組みが行われています。センターでツ

シマヤマネコについての利用可能なすべての

情報を見つけることが可能です。食物連鎖、習

慣やライフスタイル、形態学的特徴、ツシマヤマ

ネコを脅かすものについての情報があります。

現在、この種の個体数減少の主な原因は交通

事故です。

6.環境関連の活動

6.1山登り

私は 日本に来る前に、サンパウロでトレッキン

グと登山をしていました。環境保健研究センタ

ーで、矢野さんと出会いました。彼は頻繁に山

に登り、私を彼の冒険に導きました。私たちは

阿蘇山頓晏本県)、 由布岳 (大分県)、 普賢岳

冬・秋 (雲仙市)を一緒に登りました。

森部長と一緒に五家原岳 (大村市・諫早市)

と経ヶ岳 (諫早市)も 登りました。

6.2ボランティア

10月 、上五島町の海ゴミSOSという活動に参

加して、二 日間前田さんと橋本さんとす緒に海

岸の海ゴミを片付けました。

矢野さんと一緒に、雲仙のミヤマキノシマの

保全のために邪魔になるつるを伐採する活動

にも参力日しました。

このように、環境保健研究センタとの皆さんと、

環境についてさまざまなことを学び、活動するこ

とができましたと森部長、環境保健研究センタ

ーの皆様、お世話になりました。ありがとうござ

いました。

7。 長崎、日本の文化

7.1長崎

9月 の基本研修の最後に、田崎さんが、チン

さんと私を稲佐山の展望台、口
‐
]更訪神社、中華街、



軍艦島に連れて行ってくれました。長崎の歴史

を知ることができました。

このほか、国―際課のお世話で長崎くんちのダ

ン不パフォーマンスを見る機会がありました。問

違いなく素晴らしい経験でした。長崎の文化や

歴史について学ぶことができました。

国際課の県内視察研修では、雲仙地域の歴

史や文化、宗教、環境を学びました。10月 17

日、私たちは島原で午前中に武家屋敷

(MatsumOt6's House)と 鯉の泳ぐ町と四明荘ヘ

行きました。そのあと、雲仙岳災害記念館 (がま

だすドーム)へ行きました。

午後は、世界文化遺産 1長崎と天草地方の

潜伏キリシタン関連遺産」のひとつである原城

跡を訪れました。有馬キリンタン遺産記合館に

も行きました。

18日 は地元のガイドの佐々木さんが高さ約5

メートルの金色の仏像がある雲仙山満明寺を案

内してくださいました。国立雲仙公園では、生

物多様性について、私はシロドウダン、ネジキ、

シャシャンボ、ミヤマキリシマ、ジョウビタキを見

ました。多くの猫もいました。ロープウェイで妙

見岳 (1.333m)に行きました。それから、小浜

に行って、小浜町歴史博物館を訪問して、足揚

をして、カステラランドに寄うて、県サすに帰りまし

た。私たちはたくさんのことを学び、豊かな経験

になりました。

1月 4日 には、田崎さんと、森部長と私の三

人で、書初め体験をしたあと、国宝人浦天主堂

とグラバー園に行きました。

長崎ランタンフェスティバルはただただ美し

いと思いました。 江戸時代に長崎に住んでい

た中国人が中国の新年を祝うために持つてきた

龍踊りを見ることができました。

このほか、田崎さんは休 日に私とチンさんを

誘って、あちこちに連れて行ってくれました。秋

には白木峰にコスモスを、冬には野母崎に、美

しいスイセンを見に行きました。スイセンの花の

すごい香りを絶封忘れません。

田崎さん、チンさんと私の二人で会うときは、

ほぼloo%いい天気か太陽の光がありました。

二人でたくさん笑つて楽しいひと時を過ごしまし

た。

7.2日 本の文化

12月 の末に、環境保健研究センターの山堅

りの友人、矢野さんが門松つくりのフエクショッ

プに誘ってくれました。門松の竹の根元をロー

プで巻き、装飾しました。乾燥したイネのくき(フ

ラ)でロープを作る技術を学びました。門松の意

味は、お正月のネ申様を自分の家に迎い入れる

目印にすることです。

日本文化の伝統であり、チームワークと団結

を象徴するもちつきも参加しました。その意味は

幸運をもたらすことです。まず、もち米を炊き、

それから大きな木のハンマー (杵 )で均質な塊

になるまでキ島きます。この塊をちぎってもちの形

に丸めました。

8.さいごに

そのほかにも様々な体験をすることができま

した。お世話になりました。すべての方に感謝し

ます。

この研修は私の人生で最高の経験のひとつ

でした。これからも日本の文化を賞賛し広めて

いきます。                |
この研修で学んだことを、サンパウロの長崎

県人会や 日系人に伝え、ブラジルの環境など

に生かしたいです。

皆様がブラジルに来る時は、連絡してくださ

い。私が案内します。

ブラジルで日本語の勉強を続けます。

どこでも自然を絶姑、守ります。



熊本県阿蘇中岳山頂で。左側から、矢野さん、烏山さん、寺田さん。

上五島のごみ給いのボランティア活動。左側から、前田さん、橋本さん。

平成 31年 02月 21日 、環境保健研究センターの送別会

コスモスを見に行つたとき。.左側から、チシさん、田崎さん。
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福岡市のまもる～むで環境教育を勉強



O研修機関 :長崎県環境保健研究センター

(大村市池田 2丁 目 1306番地 11)

O指導員 : 企画環境研究部 部長 森 淳子

(受入研修員 :鶴澤 モアシル まさいち)

「サンパウロでのご活躍を !」

ブラジル、サンパウロ市在住の日系三世の

鶴澤モアシルまさいちさんは、サンパウロ市

の公衆衛生サービスを受託 している民間会

社に所属し、日本の保健所のような事務所で

環境教育の指導者としてイ動いています。こち

らに来られて間もなく、ブラジルでのお仕事

の内容についてセンターの職員を対象にス

ーライ ドで説明してもらったところ、ゴミで不

衛生になっているところを清掃し、捨てられ

ていた廃タイヤで花壇などを再生、生ゴミか

ら作った堆肥でビタミン豊富な野菜を作っ

て食べてもらう、樹木が持つ環境保全機能を

学んでもらう、捨てられた犬ネコの里親探し

の活動など、大活躍の様子でした。
′

以前は別の仕事をしていたのですが、働き

ながら大学に通い(生物学を学ばれたそうで、

大学の先生の影響もあり、
二時はベジタリア

ンになつたほど、環境の保全や動物愛護に対

すな意識が高い方 で
―

―――ゴ升修期間
―
申の 11胡 10-日 (土)は

研修のほか、研究所 らしく、主体的にテーマ

に取 り組んでもらお うとい うことで、センタ

ーの庭に生えている樹木の同定 と、浄化能力

を調べてもらうこととしました。

日本語に関しては、子 どものとき親御 さん

の仕事の関係で数年間、日本の小学校に通つ

たと′い うことで、日常的な会話にはほぼ支障

ありませんで した。しかし、漢字を読むこと

は本目当困難なようでヽこちらが用意 した資料

を理解するのにかな りの時間とエネルギー

を要するようで した。いまどきらしく、スマ

ー トフォンで 日本語 を撮影す ると瞬時にポ

ル トガル語 に訳す るアプ リなどを駆使 しな

がらの研修生活でしたが、いかんせん、アプ

リはアプ リ。ポル トガル語を翻訳 しても自然

な日本語にはほど遠 く、ご自身の自信 とは裏

腹にかな りもどか しい思いをされたよ うで

す。                .

―の一般公開でしたので、そこへ樹木の大気

浄化能を知っていただくブースの出展をし

ました。本人にとつても 子ヽどもたちや一般

のみなさん八環境教育を行 う、貴重な機会で

した。

2月 には、例年当センターの研究発表会を

行うていますので、鶴澤さんの研修の成果を

そこで発表いただくようにしました。

研修の終盤はそこへ向けて追い込み状態

でしたが、なんとか発表会にも対応でき、ほ

っとしています。

今回、ご自身の環境教育の改善をしたいと

い うことで、環境部に受け入れのお話があり

ましたが、正直当センターで 6ヶ 月もの期間、

外国の方を受け入れるのは、はるか以前に 1

回あつたきりで、どのような研修計画を立て

るのか大変悩みました。そこで、県内、県外

の環境関連施設での視察等の可能性 を確認

し、センターの企画環境研究部の職員には、

可能な範囲で業務 に関わ らせてもらうこと

をお願いし、大学や行政で、出来る範囲での

ご対応 をお願いしました。そのような受身の



わからない、ブラジルでのや り方と違 う、

算 しい、からスター トした研修で、自分のこ

とで精いつぱいであったかもしれません。し

かし、最終レポー トをまとめながら、この研

修そのものが成 り立ったことや周 りを見渡

すことに気づ くことが鶴澤 さん自身の成長

につながったのではないかと思つています。

この研修を通じて、長崎の自然環境のみな

らず、日本の文化や伝統について、改めて見

直す機会にもなりました。森羅万象を大切に

思い、折々の季節の移ろいに折 り合い、楽し

む精神が、日本人には脈々と流れているのだ

と思います。

このような日本の心を、是非ブラジルに持

ち帰 り、鶴澤さんの今後と、サンパウロの環

境改善に少 しでも役に立ててもらえればと

思つています。

最後になりましたが、今回の受け入れにつ

いて、ご理解、ご協力をいただいたすべての

みなさまに感謝いたします。ありがとうござ

いました。

<主体研修 >セ ンターー般公開でのブース出展

<業務支援 >国設対馬酸性雨局保守管理

<所外研修 >諫早青少年 自然の家主催五家原岳登山
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<県外研修 >北九州市環境 ミュージアム視察


